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　脊椎とは首から腰までの背骨や、中を通る脊髄などを指します。日本で脊椎の病

気を扱うのは脳外科・整形外科・神経内科などですが、欧米では脊椎専門の診療

科が主流です。日本では20年ほど前から一本化の流れがあり、当院は2011年に

脳外科と整形外科の先生が集まって脊椎センターを設立しました。全国でもかなり

早い時期でした。脊椎に関する病気や症状には、老化に関連する変形疾患（背中

が曲がり出っ張った背骨が神経を圧迫して痛む）などが含まれますので、高齢化社

会に伴って症例数は増えています。当院は総合病院ですので、糖尿病や高血圧な

どの合併症がある患者さんでも他科の先生との連携によって対応できます。また、

最新のナビゲーションシステムで、脊椎を三次元でとらえながら安全性の高い変形

矯正手術も行うことができます。脊椎は病状だけでなく生活環境も一人ひとり違い

ます。患者さんに正確な情報を伝え、ともに治療方法を考えるよう心掛けています。

更に、県内の先生方との情報交換を積極的に行っており、四国エリアの脊椎症例

発表会や、愛媛脊椎研究会では実際の症例を持ち寄って検討会を開いています。

PROFILE
たかだやすはる◎1974年徳島大学医学
部卒業、徳島大学医学部附属病院、徳島
赤十字病院、愛媛大学医学部附属病院を
経る。1987年西条中央病院の内科部長
となり、2000年より現職。趣味はパソコン、
ゴルフ

愛媛大学医学部附属病院に期待すること  『VIP DOCTOR に聞く』

ジェネラルな医師の育成と新制度を生かした派遣を期待 西条中央病院　院長　　髙田泰治

　附属病院には多くの診療科や高度医療機器が備わっており、県内最後の砦とし

て多くの患者さんをサポートしていただいています。これからも患者さんを受け入れて

いただく他、若い医師の育成と地域への派遣を期待しています。医学教育の専門

機関として、卒業生の中からできるだけ多くの初期研修医を確保し、広い視野を持

つ全人的な医療のできる医師を育てていただきたいと思います。新専門医制度が

始まり、医師不足の地域に派遣しやすい制度設計により、４月から専攻医２名が当

院に派遣されることになりました。医師の平均年齢が高い当院は、若い先生がい

らっしゃるだけで活性化します。医師たちも指導医という立場として、改めて医療の

知識を学び直す機会にもなりますし病院の空気が一変します。今年度の私たちの目

標は「チーム医療」。多職種が関わると医療効率が高まり、当院は県内一の在院日

数の短さを誇っています。そうした現場を若い医師に感じてもらいたいと思います。

脊椎センター　センター長　　森野忠夫

PROFILE
もりのただお◎1994年愛媛大学医学部卒業、同年当
院整形外科に入局。2002年に整形外科専門医、10
年に脊椎外科指導医を取得。専門は脊椎脊髄外科で診
断・治療・手術と幅広く対応。趣味は犬サチコと散歩、
位置ゲーム。

看護師の視点と、互いを思いやる連携で医療現場を支えます

　中央診療部門の中にあるひとつが、わたしたち材料部です。材料部は診療部長

や看護師、滅菌技師、技術補佐員など１１人で構成され、４月からは今井師長を中

心とした新体制で業務にあたっています。業務としては、院内全体の医療器材の洗

浄・滅菌・物品管理の３つを行っています。近年各部門への直接納品が多くなる

中、当院では中央一括管理を続けています。中央一括管理は、使う機会の少ない

器具の期限切れによる廃棄数削減など、患者さんにとって常に新しく清潔な器材が

使用されるメリットの多いシステムです。また、医療技術や医療機材の進化に伴い、

常に勉強をしています。昨年秋には「愛媛県滅菌業務研究会」が発足し、今年２月

に第１回目の会を開催しました。

　わたしたちが特に気をつけているのは各部門との、顔が見えるコミュニケーション

です。器材がどのように使われるか、バックアップ数は足りているか、現場へ足を運び、

皆さんの現状や困りごとなど生の声を聞きます。医療は日進月歩で変化しています。

わたしたちも変化を先取りした勉強と準備をして、医療現場をサポートしていきます。

材料部　看護師　　熊  則子

PROFILE
くまのりこ◎1981年慈恵看護専門学校卒業、同年４月
から当院勤務。2003年看護師長職を経て、2017年か
ら材料部となり現在に至る。趣味はフラメンコ。

国際規格の環境と、高い専門性を持つ技師が診療現場に合わせた検査

　現在、検査部は再雇用の1名を含めた47名の大所帯となっています。臨床検

査は血液検査、生化学検査、一般検査、免疫血清検査、輸血検査、遺伝子検査、

細菌検査、生理検査、病理検査など多岐にわたっており、いずれも高い専門性を持

つ臨床検査技師が行っています。スタッフ全員が現状に満足することなく、更なる

認定資格取得に積極的です。その意識を押し上げているのが、臨床検査室の国際

規格であるISO15189の認定取得です。全国に先駆けて2010年３月に取得しま

した（2018年３月に２度目の更新）。認定の取得により検査部の一体感と推進力

が生まれ、何よりも患者さんに安心感を与えています。さらに、８時から検査ができる

ようシフト勤務の調整を図り、９時からの診察時に検査結果がわかり診断ができるよ

うに診療に貢献しています。また、多くのスタッフが愛媛県臨床検査技師会の委員

や学術部班長・副班長を担当し、研修会の企画・運営の中心を担い愛媛県全体

の情報共有とレベルアップに貢献しています。

検査部　技師長　　宮本仁志

PROFILE
みやもとひとし◎1982年愛媛県立臨床検査専門学校
卒業、臨床検査技師資格取得。同年、愛媛大学医学
部附属病院検査部。2010年診療支援部の臨床検査
技術部門副部門長などを経て、2017年検査部臨床検
査技師長と診療支援部長を兼任。2017年4月から現
職。趣味は映画・音楽鑑賞とスポーツ観戦。座右の銘
は「吾唯足知（われただたるをしる）」。

多様な専門性を持つ医師たちが集まる脊椎のプロチーム




